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　はじめに

クロタチカマス科 Gempylidaeは日本近海からは

11 属 13 種 が 知 ら れ（ 中 坊・ 土 居 内，2013；

Nakayama et al., 2014），鹿児島県においてはそのう

ちエラブスミヤキNeoepinnula minetomai Nakayama, 

Kimura and Endo, 2014，アオスミヤキ Epinnula 

magistralis Poey, 1854， ク ロ シ ビ カ マ ス

Promethichhtys prometheus (Cuvier, 1832)，オオメカ

ゴカマス Rexea nakamurai Parin, 1989，およびカ

ゴカマス R. prometheoides (Bleeker, 1856)の 5種が

報告されている（中坊・土居内，2013；岡本，

2014；Nakayama et al., 2014; Hata and Motomura, 

2016；畑，2017）．

ナガタチカマスThrysitoides marleyi Fowler, 1929

は沖縄県においては稀に水揚げされることが知ら

れるが（Nakamura and Parin, 1993；三浦，2012），

これまで，鹿児島県における記録はなかった．奄

美群島における魚類相調査の過程で，2個体のナ

ガタチカマスが採集された．これらの標本は本種

の鹿児島県における標本に基づく初めての記録と

なるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Nakamura et al. (1983) と

Nakayama et al. (2014)にしたがった．標準体長は

体長と表記し，体各部の計測はノギスを用いて 0.1 

mmまでおこなった．ナガタチカマスの生鮮時の

体色の記載は，固定前に撮影された奄美大島産の

1標本（NSMT-P 131450）のカラー写真に基づく．

標本の作製，登録，撮影，および固定方法は本村

（2009）に準拠した．本報告に用いた標本は国立

科学博物館（NSMT）に収蔵されている．

　結果と考察

Thrysitoides marleyi Fowler, 1929

ナガタチカマス　（Fig. 1; Table 1）

標本　2個体（体長 926.0–1029.5 mm）：NSMT-P 

131450，体長 1029.5 mm，鹿児島県奄美大島近海

（名瀬漁港で購入），2017年 3月，前川隆則；

NSMT-P 131453，体長 926.0 mm，鹿児島県奄美

大島近海（名瀬漁港で購入），2017年 4月 24日，

前川隆則．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合

を Table 1に示した．体は前後方向に長い長楕円

形で，側扁し，体高は第 1背鰭第 3棘起部で最大．

体背縁は第 1背鰭第 3棘起部にかけて緩やかに上

昇し，そこから第 1背鰭棘部基底部中央にかけて

極めて緩やかに下降する．その後，第 2背鰭起部

にかけての体背縁は体軸と平行となり，そこから

尾鰭基底上端にかけて緩やかに下降する．体腹縁

は下顎先端から腹鰭起部にかけて緩やかに下降

し，そこから臀鰭起部にかけて体軸と平行となり，

奄美大島から得られたクロタチカマス科魚類ナガタチカマス
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さらに臀鰭起部から尾鰭基底下端にかけて緩やか

に上昇する．体腹縁は滑らかで，骨質隆起を欠く．

第 1背鰭起部は鰓蓋後端よりも僅かに前方に位置

する．背鰭は第 1背鰭第 2棘が最長．背鰭背縁は

起部から第 1背鰭第 2棘後端にかけて急激に上昇

し，そこから第 1背鰭基底後端にかけて緩やかに

下降する．背鰭棘間の鰭膜は深く切れ込まない．

第 2背鰭と臀鰭は鎌状を呈し，何れも前部が伸長

する．胸鰭基底上端は第 1背鰭第 2棘起部よりも

僅かに後方に，胸鰭基底下端は腹鰭起部よりも前

方にそれぞれ位置する．胸鰭後端は尖る．胸鰭上

縁は上方に僅かに膨らみ，下縁と後方は何れも直

線状．腹鰭起部は第 1背鰭第 3棘起部よりも僅か

に後方に位置し，たたんだ腹鰭の後端は胸鰭後端

直下に達しない．臀鰭起部は第 1背鰭第 2背鰭起

部よりも僅かに後方に，臀鰭基底後端は背鰭基底

後端よりも僅かに前方にそれぞれ位置する．尾鰭

は二叉形を呈し，深く湾入する．吻端は尖り，下

顎は上顎よりも突出する．眼と瞳孔はともに正円

形．眼隔域は平坦．鼻孔は 2対で，眼の前縁前方

に位置する．前鼻孔は背腹方向に長い楕円形で，

後鼻孔は正円形．肛門は臀鰭起部前方に位置し，

前後方向に長い楕円形．側線は 2本あり，上方分

枝は鰓蓋上方から始まり，体背縁に沿って直走し，

第 1背鰭第 16棘基底部の後方で終わる．下方分

枝は第 1背鰭第 4棘基底部後方で上方分枝から分

かれ，斜め後下方に向かう．その後体側中央を体

軸と平行に直走し，尾鰭基底部で終わる．口裂は

大きく，上顎後端は露出し，瞳孔前端直下に僅か

に達しない．両顎先端に肉質突起をそなえる．鰓

蓋と前鰓蓋骨の後縁はともに円滑．鰓耙は短い針

状を呈し，鰓弁よりも短い．

色彩　生鮮時の色彩―体は一様に暗い茶色が

かった鈍い銀色．背鰭各棘は鈍い灰白色．背鰭各

棘間の鰭膜は黒色を呈し，基底部付近は白色．第

2背鰭は灰白色を呈し，縁辺部は暗い茶褐色．胸

鰭と腹鰭は茶色がかった灰色．臀鰭は暗い茶色を

呈し，鎌状に伸びた葉部先端は白色．尾鰭は一様

に焦げ茶色．虹彩は真鍮色で，瞳孔は青みがかっ

た金色．

分布　アフリカ東岸から日本，ニューカレド

ニア，およびオーストラリア西岸にかけてのイン

ド・西太平洋に広く分布する（Nakamura and 

Parin, 1993, 2001; Mundy, 2005；中坊・土居内，

2013；日高，2016）．日本国内においては青森県

八戸，相模湾，三重県熊野灘，和歌山県南部，土

佐湾，新潟県，富山湾，若狭湾，山口県日本海沿

岸，沖縄島，与那国島，沖縄舟状海盆，および九

州・パラオ海嶺からのみ記録されてきたが

（Matsubara and Iwai, 1952；海老沢，2007；北川ほ

か，2008；三浦，2012；中坊・土居内，2013；池

田・中坊，2015; Koeda et al., 2016），本研究により，

標本に基づき奄美大島近海における分布も確認さ

れた．

備考　奄美大島産の標本は，背鰭棘が合計

18–19本であること，両顎先端に肉質突起をそな

えること，明瞭な側線が 2本あること，側線の下

方分枝が体側中央にあること，腹鰭が 1棘 5軟条

からなること，および体腹縁に骨質隆起を欠くこ

となどが Nakamura and Parin (1993, 2001)や中坊・

土居内（2013）の報告した Thrysitoides marleyiの

標徴とよく一致したため，本種に同定された．な

Fig. 1. Fresh specimen of Thrysitoides marleyi. NSMT-P 131450, 1029.5 mm standard length, off Amami-oshima island, Kagoshima 
Prefecture, Japan.
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お，Thrysitoides 属は本種 1 種のみからなる

（Nakamura and Parin, 1993）．

日本から初めてナガタチカマスを報告したの

は Kamohara (1936)である．彼は高知県高知市御

畳瀬沖から得られた全長400 mmの個体に基づき，

本種をMimasea taeniosomaとして記載すると同時

に，和名「ナガタチカマス」を提唱した．現在，M. 

taeniosomaは T. marleyiの新参異名とされている

（Nakamura, 1980; Nakamura and Parin, 1993；中村，

1997）．その後，ナガタチカマスは新潟県佐渡ヶ

島両津沖（本間ほか，1990；本間，2013），富山

県朝日町（魚津水族博物館，1997），氷見市（北

日本新聞，2014），京都府伊根町（Nakamura, 

1980），山口県日本海沿岸（河野ほか，2011），萩

市見島近海（田中，1950；日本経済新聞，2012；

山口新聞，2012），青森県八戸市（北川ほか，

2008），相模湾（山田，1990），神奈川県西部（柴

田，1979），三重県熊野灘（Matsubara and Iwai, 

1952），和歌山県白浜町・みなべ町（池田・中坊，

2015），沖縄舟状海盆（町田，1985），沖縄島中城

湾（三浦，2012），九州・パラオ海嶺（中村，

1982, 1997），久米島南方北大九曽根（海老沢，

2007），与那国島（Koeda et al., 2016）などから記

録されている．

鹿児島県地域振興局大島支庁林務水産課

（2015）は，ナガタチカマスを奄美大島において

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of standard length, of specimens of Thrysitoides marleyi.
Amami-oshima island, Kagoshima, Japan

NSMT-P 131450 NSMT-P 131453
Standard length (SL) 1029.5 926.0
Counts
  Dorsal-fin rays XVIII-I, 16 XVIII-I, 17
  Anal-fin rays II, 15 II, 18
  Pectoral-fin rays 13 15
  Pelvic-fin rays I, 5 I, 5
Measurements (%SL)
  Head length 25.8 26.7
  Orbit diameter 4.1 4.1
  Fleshy interorbital width 5.3 4.5
  Bony interorbital width 4.5 3.9
  Body depth at pelvic-fin base 12.7 12.3
  Body depth at anal-fin origin 9.6 8.8
  Pectoral-fin length 12.1 11.8
  Upper caudal-fin lobe length 15.0 18.0
  Lower caudal-fin length 15.7 16.8
  Snout length 11.2 11.3
  Postorbital length 10.7 10.3
  Upper jaw length 11.8 12.0
  Suborbital width 1.3 1.3
  First predorsal length 23.6 23.7
  Second predorsal length 73.5 74.6
  First dorsal-fin base length 48.0 45.2
  Second dorsal-fin base length 20.0 19.4
  Prepectoral length 25.7 26.2
  Prepelvic length 29.0 29.0
  Pelvic-fin length 6.5 6.2
  Preanal length 74.6 75.4
  Preanus length 70.0 72.2
  Anal-fin base length 19.0 17.7
  Abdominal length 46.3 47.5
  Tail length 26.0 25.1
  Caudal-peduncle length 6.7 6.5
  Caudal-peduncle depth 3.1 3.1
  Caudal-peduncle width 1.9 1.5
  Fork length 103.6 104.2
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利用頻度の低い魚として挙げており，利用価値の

向上を図るための加工品の試作もおこなってい

る．しかしながら，彼らの示したナガタチカマス

の写真は腹鰭がないことなどからクロシビカマス

であると思われ，奄美大島におけるナガタチカマ

スの漁獲が一定量あるのか否か定かではない．ナ

ガタチカマスは鹿児島県内各地の魚類相調査（例

えば，今井・中原，1964, 1969；財団法人鹿児島

市水族館公社，2008; Motomura et al., 2010, 2016；

本村・松浦，2014）においても記録されていない．

鹿児島県産のナガタチカマスの写真は多く出回っ

ているものの，登録された学術標本とそれに基づ

く記載を伴った記録はされておらず，本研究の記

載標本は鹿児島県におけるナガタチカマスの標本

に基づく初めての記録となる．
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